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　　　　　　　○武藤慶子＊　　　山田志麻＊＊　　　西明員理＊

　　　　　　　　　（県立長崎シーボルト大＊　　　九州女子短大＊＊）

【目的】厚生省は望ましい食生活を確立するために「健康づくりのための食生活指針」の

中で多様な栄養バランスをとることを目安に、「１日30品目を目標に」と提唱している。

関の調査では、１日20～24品目摂取していれば、バランスよく栄養素を摂取できるという

報告がある。そこで女子学生を対象に食物摂取状況の実態を把握し、食品の摂取状況がど

の様な傾向にあるか、さらに、摂取食品数と栄養素等摂取状況との関連の検討を行った。

　【方法】1997年Ｋ女子短大に入学した学生100名を対象とし、1997年７月と1998年２

月の２回にわたって、週末を除く連続４日間の食物摂取状況を個人秤量法により実施した。

食品数の調査は（1）夏、冬それぞれで「延べ摂取食品数」を数え、摂取頻度を算出し、さら
にＡＢＣ分析を行った。（２）「健康づくりのための食生活指針」に従い「摂取食品数」を数

え、夏、冬それぞれ４日間の平均摂取食品数が多い順に、約20人のグループの５つに分け、

各栄養素等摂取量について各グループ間で比較を行った。

　【結果】（1）摂取食品の延べ摂取回数は、夏は8612回、冬は8781回であった。摂取食品

数は夏は294種類、冬は297種類であった。（２）摂取された食品は。夏、冬とも多い順に

米、植物油、砂糖、鶏卵であった。以下に続く食品は、出現順位はわずかに異なっている

が、夏、冬同じような摂取傾向がみられた。（３）夏、冬とも１日の食事における摂取食品
品目数は、19±5であった。（４）各グループ間でｔ検定を行ったところ、夏では18品目以

下、冬では20品目以下のグループで有意の差がみられた。

　　　　　　　　　　　　　関千代子他；栄養学雑誌46巻163～173 （1988）

１Ｐ-４ 主婦の就業と食物摂取の関連
　○笹田陽子　（盛岡大短大部）

　【目的】生活構造の変化、景気の低迷による経済不況、女性の意識改革などに伴い女

性の就業は急増し、なかでも既婚者の割合は高い。しかし家族の健康管理の担い手で

ある主婦の就業によりその食事は総菜、レトルト食品、冷凍食品の利用など手抜き料

理や調理離れが進んでいるといわれている。そこで、主婦の就業が食物摂取に及ぼす

影響を知り、健康教育の基礎資料を得る目的で本調査を行った。

　【方法】調査対象者は本学学生の母親で岩手県および近県に住む40～50歳代の女性96

名。調査期間は平成11年7月～8月の連続する３日間。調査項目は食物摂取調査（記述お

よび面接法）、生活状況調査。

　【結果】調査対象者の年齢は47. 0±3.47歳、身長は155, 5±4.87cm、体重は54. 9±7.55kg、

BM目ま22.7±3.07で、その就業率は79. 2% （ﾌﾙﾀｲﾑ40. 6%、ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ26. 0%、その他12. 5

％）であった。栄養素等摂取量はエネルギー1597±308kcal、たんぱく質61. 2±15.5g、

脂質44.3±13.7gで、カルシウム（416±164mg）、鉄（8. 6±2.5mg）、食物繊維（12. 3±4.

1g）の不足は顕著であった。また、PFC比はP比15. 7、F比25. 1、C比59. 2で、穀ｴﾈ比45. 8

％、動たん比45, 9%であった。運動習慣ありは33. 3%、飲酒習慣ありは26, 0%、喫煙

習慣ありは12. 5%で、毎日夕食を作るは78. 1%、夕食の調理時間は56. 3%が50分を越
え、惣菜利用回数は週1回が26. 0%であった。就業形態別栄養素等充足状況はエネルギ

ー、カルシウム、鉄が主婦＞ﾌﾙﾀｲﾑ＞ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑの順に不足が顕著で、食物繊維の不足はﾌ

ﾙﾀｲﾑが顕著であった。
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